
1 
 

年度末報告書（実⾏団体） 
 

● 提 出 ⽇ ： ２０２３年４⽉２１⽇ 
● 事 業 名 ： ⽯川県加賀市市⺠⾃治化における基盤強化事業 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般社団法⼈全国コミュニティ財団協会 
● 実 ⾏ 団 体 ： 公益財団法⼈あくるめ 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成 
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

加賀市の若年⼥性が抱える課題
を⽀援する仕組みができている 
 

1 勉強会の開催 
2 円卓会議開催 
3 かがじょ基⾦設⽴有無 
4 ⽀援⾦額 
5 ウェブサイトの開設 

1 5 回 
2 1 回 
3 設⽴された 
4 4,000,000 円 
5 開設されている 

2024 年
3 ⽉末 

1 ５回 
2 ０回 
3 設⽴された 
4 2,000,000 円 
5 開設されている 

2 

加賀市の⼦どもの⾃然体験を⽀
援する仕組みがができているか 
 

1 円卓会議の開催 
2 ヒアリング数 
3 ⾃然体験基⾦設⽴有無 
4 ⽀援⾦額 

1 1 回 
2 5 団体／名 
3 設⽴されている 
4 1,000,000 円 

2024 年
3 ⽉末 

1 0 回 
2 0 団体 
3 設⽴されていない 
4 0 円 

2 

地域版クラウドファンディング
の仕組みができているか 

1 事業指定助成プログラ
ムの有無 

公募が始まっている 2024 年
3 ⽉末 

公募は始まっていない 2 
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⾮営利団体や企業が常に相談で
きる状態になっている 

1 相談窓⼝設置⽇数（オ
ープンデーやオンライ
ン含める） 

2 相談件数 
3 ヒアリング件数 

1 130 ⽇/年 
2 100 回 
3 4 件 

2024 年
3 ⽉末 

1 80 ⽇（10 ヶ⽉） 
2 40 件 
3 0 件 

2 

既存スタッフの能⼒が開発され
ている 

1 採⽤⼈数 
2 凖認定 F 資格合否 
3 スタッフによるファン

ドレイジング研修開催 
4 助成先との伴⾛⽀援⾯

談 

1 1 ⼈ 
2 2 ⼈ 
3 1 回 
4 ⽉ 1 回／団体（2 団体） 
 

2024 年
3 ⽉末 

1 1 ⼈ 
2 1 ⼈ 
3 ０回 
4 今後開始する 

2 

あくるめがコミュニティ財団化
するための課題が整理され、解
消されている 

1 アドバイザーによる研
修・WS 

2 課題の解消 

1 10 回 
2 課題が解消できている 

2024 年
3 ⽉末 

1 7 回 
2 課題が解消できてい

る 

2 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 þアウトカムの⽬標値 
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3. (任意）活動に関する報告 
KAGA JOJOJO FUND（略称：かがじょ基⾦）は、⽯川県加賀市の若年⼥性を⽀援するための基⾦です。 
地域課題調査にて明らかになった、15 歳〜18 歳を直接的な受益者とする加賀市に本拠地を構える⾮営利組織が存在しないという事実から、
加賀市の 15〜18 歳の状況に詳しい専⾨家や当事者から学ぶ勉強会を重ね、さらにかつて加賀市で 10代を過ごした 20〜30代の⼥性のアン
ケート調査やヒアリング調査を実施し、加賀市に存在する若年⼥性の課題や困りごとを明らかにしていった。明らかなった課題を元に、加
賀市⺠や加賀市の企業への寄付を呼びかけ、最終的に 2,107,169円の寄付⾦を募ることができた。 
 
若年⼥性の困りごとに対しての打ち⼿として、基⾦を拠出元とした助成事業を⽴ち上げた。現在加賀市在住・在学の 10 代⼥性からアンケ
ートをとり「特別なサポートは求めないが⼤⼈の考えが変わってほしい」という要望が最も多く、具体的には「⾼校⽣と⼤⼈の価値観を共
有する機会をつくる」「家と学校以外の居場所をつくる」「⾼校⽣の SOS を受け⽌める団体が増える」などが期待されていることが明らか
になった。それらの結果を元に「地域に”ほけん室”を創る事業」として、若年⼥性の困りごとを解決するための⼈・機会・場所を拡充する
事業に対する助成を⾏う。 
 
元々加賀市には「担い⼿がいない」という課題があり、今回の「地域に”ほけん室“を創る事業」に応募する団体の発掘は⾮常に困難であっ
たが、２団体からの応募があり両団体の採択が決まっている。今回は直接的な事業に加え、組織基盤強化に対しても伴⾛⽀援を⾏う予定で
あり、加賀市での０→1 の取り組みをサポートしていきたい。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
2022/12/08：北陸中⽇新聞『若年⼥性の悩み 寄り添う基⾦ 加賀の「あくるめ」、寄付募る』 

https://www.chunichi.co.jp/article/596810 
2022/12/23： real local⾦沢『【加賀】まず⼥性から。地域に「温かなお⾦」が巡るインパクトを。／「かがじょ基⾦」』 

 https://www.reallocal.jp/103134 
 

2. 広報制作物等 
KAGA JOJOJO FUND（略称：かがじょ基⾦）特設サイト https://kaga.akurume.com/ 

 
3.報告書等 

 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
2022/10/10  KAGA JOJOJO FUND（略称：かがじょ基⾦）⽴ち上げ LIVE配信 
2022/11/05    「GIVEからつくる社会を考える」出張配信イベント 
2022/11/23  じょじょじょな勉強会 若者×助成×⽯川を考える「ジェンダーギャップ/多様性への寛容度」 
2022/12/16  配信「⼆枚⽥昇⽒と⾃由に話す〜個⼈が地域に寄付するってなんだろう〜」 
2022/12/22  配信「シングルマザーズシスターフッド×KAGA JOJOJO FUND（略称：かがじょ基⾦）」 
2023/01/29  オンライン報告会「かがじょ基⾦寄付募集のご報告」	

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した ☐⼀部未公開 þ未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：現在作成中のため。2023 年夏公開予定。 

3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
☐はい  þいいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
利益相反防⽌のための⾃⼰申告の規程等の整備ができていないため 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
☐はい  þ いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：現在作成中のため 
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5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
コンプライアンス委員会の設定ができていないため 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 


